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１ はじめに 

近年アンカー破断する事故が目立ってきている。日本でアンカーが使われ始めたのは、1973 年に土質工

学会が「アースアンカー設計・施工基準」を出版してからである。このときは二重防食などは明確になってい

なかった。その後、1988 年に土質工学会が「グランドアンカー設計・施工基準」を出版した。この基準で二重

防食の考え方が明確となった。新しい基準に移行するまでに施工されたアンカーが、現在、維持管理に最も

注意が必要となっている。目安として 1993 年以前のものとなる。 

ここではアンカーが破断するとどうなるのかを、「ドボク模型」で実験をした。破断する位置によって挙動が

変化することが理解できる。また、一部が破断すると、周辺にも影響が及ぶことも実験で確かめた。 

２ アンカーの構造 

① 資料-１は、アンカーの構造模型である。

a) アンカーは、PC鋼より線（または鋼棒）、受圧板、支圧板、アンカーヘッド、キャップで構成される。

b) 地すべり土塊が、移動すると、受圧板が前側に移動しようとする。

c) 受圧板に設置されている支圧板とアンカーヘッドは、PC鋼より線と一体化されている。

d) 鋼より線の先端は、不動地盤にセメントミルクという接着剤で固定されている。

e) そのため、受圧板が前に移動しようと思っても、PC 鋼より線の張力により移動できない。

f) PC 鋼より線には、土塊が滑る力と同じ位の張力を事前に与えることで、変形量を小さくできる。

② 資料-２は、実際のアンカーのミニチュア模型に、部材名称を記載したものである。

３ 実験１ アンカーの自由長部と定着量部の境界が破断した場合の実験 

① 模型の作成

a) PC 鋼より線は、輪ゴムでモデル化した（資料-３）。

b) 支圧板は、黒いゴムにフックをつけた（資料-３）。

c) PC 鋼より線に作用する、プレストレスは、輪ゴムを引っ張ることで与えた（資料-３）。

d) 輪ゴムの片側は、自由長部と定着長部の境界にピンを打っておき、そこに引っ掛けた（資料-４）。

e) 輪ゴムの支圧板側は、支圧板に設置したフックに引っ掛けた（資料-４）。

f) 斜面には法枠工を模した構造物があり、それがアンカー受圧板となる（資料-４）。

g) その受圧板に、支圧板を引っ掛けることで、アンカーを模型で表現した（資料-４）。

② 実験１の方法と結果・考察

a) 実験方法

自由長部と定着長部の境界付近で、輪ゴムをハサミで切断する（資料-５）。

地すべり土塊が移動することで、アンカーに設計値より大きな力が作用すると、輪ゴムが伸びる。

輪ゴムが伸びるということは、自由長部の張力が増えることになる。

一般的に、定着長部と自由長部の境界付近にすべり面がある。

したがって、アンカーはここで破断されやすい。

b) 実験結果

輪ゴムを切断すると、支圧板をモデル化した黒いゴムが、飛んでいく（資料-６）。

丁度、弓矢を放ったような状態になる。



c) 実際の破断現場との比較 

資料-７、資料-８は、実際に破断した現場の写真である。 

このように、アンカーが飛び出しており、実験結果と同じ状態となっている。 

 

４ 実験２ アンカーの受圧板背面が破断した場合の実験 

① 模型の作成 

実験１と同じである。 

② 実験２の方法と結果・考察 

a) 実験方法 

支圧板をモデル化した黒いゴムのすぐ後ろで、輪ゴムをハサミで切断する（資料-９）。 

受圧板や支圧板の裏側は、防錆が行いにくい。 

加えて、降雨や降雪により乾湿繰返しが発生しやすく、腐食しやすい環境である。 

そのため、アンカー鋼材が腐食し、破断するケースが多い。 

b) 実験結果 

輪ゴムを切断すると、支圧板をモデル化した黒いゴムが落下する（資料-１０）。 

実験１では、支圧板をモデル化した黒いゴムが飛んでいくが、今回はポトンと落下する。 

c) 実際の破断現場との比較 

資料-１１、資料-１２は、実際に破断した現場の写真である。 

この写真は、PC 鋼より線ではなく、鋼棒の事例である。 

アンカーキャップの代わりに、アンカーヘッド付近をコンクリートで覆うことで防錆されている。 

最近はないが、昔はよく実施されていた方式である。 

 

５ 実験３ アンカーが破断したときの他のアンカーへの影響実験 

① 資料-13 は、アンカー2段設置した場合の模型である。 

重りを載せることで、輪ゴムが伸びて、丁度釣り合っている状態である。 

② 資料-14 は、下側のアンカーを、手で外した直後である。 

下側アンカーが破断した状態を表している。 

このとき、上側のアンカーには大きな張力が作用する。 

その分だけ、輪ゴムが伸びて、移動層（上側ブロック）と不動層（下側ブロック）との境界でズレが

発生した。 

③ 資料-15 は、上側のアンカーが張力にたえきれずに、移動層（上側ブロック）が崩れた様子である。 

このケースでは、定着部が引き抜ける形となった。 

アンカーに大きな力が作用した場合は、PC 鋼より線が破断するか、定着部が引き抜けるか、アン

カー受圧板や支圧板が破損するかのどれかである。 

④ 考察 

アンカーが破断すると、そのアンカーが受けていた張力を周辺のアンカーで受け持つことになる。 

周辺のアンカーに、設計アンカー力以上の力が作用すると、アンカーの破断や、すべりブロックの

移動が発生する。 

 

６ おわりに 

アンカーが破断すると、法面の安定性が大きく低下するため、アンカー維持管理が重要な課題となる。管理

していくためには、①アンカー台帳整備、②定期的な目視点検、③アンカーリフトオフ試験が大事になる。当

社でもアンカーの維持管理に力をいれていく必要がある。 



  

 

 

  

 

 

  

 

 

資料-１ アンカー構造模型 資料-２ アンカーミニチュア模型 

資料-３ アンカーのモデル化（輪ゴム＋支圧板） 資料-４ アンカーモデル完成形 

資料-５ 定着部付近をハサミで切断 資料-６ アンカー支圧板が飛んでいく 



  

 

 

   

 

 

  
 

 

資料-７ アンカー飛び出し事例１ 資料-８ アンカー飛び出し事例２ 

資料-９ 受圧板裏をハサミで切断 資料-10 支圧板が落下する 
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資料-11 アンカー保護コンクリート落下事例 資料-12 アンカー保護コンクリート落下部 



   

 

 

 

 

 

 

資料-13 アンカー2段設置の模型 資料-14 下側アンカー破断直後 

資料-15 上側アンカーが破壊し崩れる 


